
草津栗東斎苑の設置および管理に関する条例 

（設置） 

第１条 死体等の火葬の用に供するため、栗東市内に火葬場を設置する。 

（名称および位置） 

第２条 火葬場の名称および位置は、次のとおりとする。 

名称 草津栗東斎苑 

位置 栗東市小野 

（指定管理者による管理） 

第３条 管理者は、火葬場の管理に関する次の業務を、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２４４条の２第３項の規定に基づき、指定管理者（同項に規定する指定管理者をいう。以下

同じ。）に行わせることができる。 

(1) 火葬の執行に関する業務 

(2) 火葬場の使用許可に関する業務 

(3) 火葬場の施設、設備および備品の維持管理に関する業務 

(4) 前３号に掲げるもののほか、管理者が必要と認める業務 

２ 次条の規定は、前項の指定管理者による管理について準用する。この場合において、「管理

者」とあるのは、「指定管理者」と読み替えるものとする。 

（使用許可および使用許可の取消し等） 

第４条 火葬場を使用しようとする者は、あらかじめ管理者に申請して許可を受けなければなら

ない。 

２ 管理者は、災害その他公益上必要が生じた場合は、使用の許可を取り消し、または使用を停

止し、もしくは制限することができる。 

３ 組合は、前項の規定により使用の許可の取消し等をした場合において、当該取消し等に伴う

損害賠償の責を負わないものとする。 

 （使用料） 

第５条 前条の規定により、使用の許可を受けた者は、別表に定めるところにより、使用料を前

納しなければならない。 

 （使用料の減免） 

第６条 管理者は、前条の規定にかかわらず特別の理由があると認めたときは、使用料の全部ま

たは一部を免除することができる。 

（使用料の還付） 

第７条 既納の使用料は、管理者において特別の理由があると認める場合のほか、還付しない。 

（委任） 

第８条 この条例の施行に関し、必要な事項は、別に定める。 



付 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から起算して４年を超えない範囲内において規則で定める日から施行

する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。 

（準備行為等） 

２ 指定管理者の指定の手続その他指定管理者に管理業務を行わせるための準備行為は、この条

例の施行の日前に行うことができる。 

   付 則（令和８年２月１３日条例第２号） 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 付 則（令和８年８月２４日条例第６号） 

 この条例は、公布の日から施行する。 

別表（第５条関係） 

区分 単位 
使用料 

管内 管外 

死体 大人 １体 円 

２０，０００ 

円 

８０，０００ 

小人 １体 １０，０００ ４０，０００ 

死胎等 １体 ５，０００ ２０，０００ 

身体の一部 １件 ５，０００ ２０，０００ 

改葬遺体 １体 ５，０００ ２０，０００ 

愛玩動物 １体 ５，０００ － 

霊安室 ２４時間以内 １体 ４，０００ ２０，０００ 

超過１時間につき １体 １，０００ ５，０００ 

告別・収骨室 １回 １２，０００ ３３，０００ 

備考 

 １ 「管内」とは、死亡者が死亡時に草津市または栗東市の住民基本台帳に記載されていたも

のをいい、死胎等については父または母が、身体の一部、改葬遺体、愛玩動物については使

用者が草津市または栗東市の住民基本台帳に記載されているものをいう。 

２ 「管外」とは、草津市または栗東市以外の区域の場合をいう。 

３ 「大人」とは、１３歳以上のものをいう。 

４ 「小人」とは、１歳以上１３歳未満のものをいう。 

５ 「死胎等」とは、妊娠４か月以上のものおよび１歳未満のものをいう。 

６ 「霊安室」の利用につき、管内使用者の場合で、超過１時間に係る使用料の合計額が４，



０００円を超える場合は、超過２４時間当たりの限度額を４，０００円とし、管外使用者

の場合で、超過１時間に係る使用料の合計額が２０，０００円を超える場合は、超過２４

時間当たりの限度額を２０，０００円とする。 

７ 「告別・収骨室」の使用料については、火葬１件につき使用開始から１時間（火葬に要す

る時間は除く。）は無料とする。 


